
栃木地本本部庁舎前で市街地広報

自衛隊でキャリアアップ

自衛隊栃木地方協力本部

生
に
対
し
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
チ
ラ
シ
配
布
に
よ
る
市
街
地
広
報
を
実
施

栃
木
地
本
で
は
、「
今
後
も
、
募
集
広
報
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、

う
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

栃
木
地
方
協
力
本
部
前
に
お
い
て
、
近
隣
の
高
校
に
通
学
す
る
高
校

当
日
は
、
栃
木
地
本
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
広
報
戦
士
と
ち
マ
モ
３
兄
弟

と
が
で
き
た
。

の
「
り
く
」
も
街
頭
に
登
場
し
、
帰
宅
途
中
の
高
校
生
が
足
を
止
め

し
た
。

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

加
藤　

浩
１
陸
佐
）
は
、

記
念
撮
影
を
す
る
な
ど
人
気
を
博
し
、
自
衛
隊
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

多
く
の
人
に
自
衛
隊
の
魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に
親
近
感
を
醸
成
さ

せ
、
募
集
対
象
者
が
自
衛
官
を
志
願
す
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
る
よ

ね
て
訪
れ
た
。

う
事
と
、
仕
事
は
変
わ
る
け
れ
ど
、
今
後
も
石
山
１
士
と

ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
夢
で
あ
っ
た
消
防
に
内
定
を
頂

り
、「
自
衛
隊
で
成
長
し
、
自
分
の
目
標
を
叶
え
た
姿
に

屯
地
で
勤
務
す
る
石
山　

格　

１
陸
士
が
近
況
報
告
を
兼

で
任
期
満
了
を
迎
る
。
今
回
の
近
況
報
告
は
、
自
衛
隊
で

で
心
も
体
も
鍛
え
、
自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
る
事
が
で
き

大
田
原
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
、
入
校
者
に
対
し

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
自
衛

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
、
４
月
か
ら
消
防
に
内
定
を
頂
い
た

石
山
１
士
は
、
自
衛
官
候
補
生
で
入
隊
し
、
今
年
３
月

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
大
田
原
地
域
事
務
所
（
所

と
の
報
告
の
為
に
訪
れ
て
く
れ
た
。
本
人
は
、「
自
衛
隊

く
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ

て
く
れ
た
。
担
当
し
た
広
報
官
は
、
入
隊
当
時
を
振
り
返

の
絆
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。
ま

感
動
し
ま
し
た
。
残
り
の
自
衛
隊
生
活
を
頑
張
っ
て
も
ら

自
衛
隊
の
制
服
で
参
加
し
、
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｒ
に
励
み
た
い

と
語
っ
て
く
れ
た
。

～学校に囲まれた立地を生かして～

～夢が叶いました～

ＰＲ活動中の「りく」

事務所に訪れた石山１士（左側）と担当広報官（右側：平井１曹）

事務所の前で記念撮影！仕事は変わっても

熱い絆は変わらないと再確認した。

月
12

日
（
金
）、

20

日
（
月
）
及
び
１
月

23

日
（
金
）
の
３
日
間
、

10

長　

高
井
１
陸
尉
）
に
、12
月
26
日
（
木
）、
北
富
士
駐

た
、
石
山
１
士
は
、「
さ
く
ら
市
・
20
歳
の
集
い
」
に
、

隊
で
の
彼
の
経
験
談
を
募
集
広
報
に
活
用
し
て
い
く
」
と

し
て
い
る
。


